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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
市
民
の

１４

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

長
引
く
経
済
不
況
下
、
地
方
分
権
が
よ
り
推
進

さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
市
政
運
営
の
真
価
が
問
わ

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
も
、
少
子
･

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
福
祉
施
策
を
は
じ
め
子
育

て
支
援
や
産
業
振
興
に
お
け
る
商
工
業
対
策
な
ど

自
治
体
の
責
務
は
、
自
ら
が
責
任
を
持
っ
て
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
ま
く
教
育
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
今
日
、
社
会
性
豊
か
な
、
人
の
心
の
痛
み
が

分
か
る
人
間
性
を
持
つ
な
ど
、
子
ど
も
に
対
す
る
教
育

が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
学
校
週
５
日
制
の
実
施
と
小
･
中
学
校
で

は
自
ら
が
課
題
を
見
つ
け
、
主
体
的
･
創
造
的
に
取
り

組
み
「
生
き
る
力
」
を
養
う
「
総
合
的
な
学
習
時
間
」

の
創
設
に
よ
り
学
校
教
育
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
中
で
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、　

世
紀
を

２１

担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
「
ゆ
と
り
」
を
持
っ
て
学
ぶ
、

教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 
　

狛
江
市
議
会
全
議
員
が
市
議
会
の
役
割
と
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
、
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能
と
権
能
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
効
率
的
で
効
果
的
な
市
政
運
営
を

図
り
、
こ
れ
か
ら
は
市
民
･
議
会
･
行
政
が
一
体
と
な

り
、
皆
様
と
と
も
に
協
働
し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

ま
い
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
議
会
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
良
い
お
正
月
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
狛
江
駅
北
口
交
番
や
保
育
園
で
の
延
長

保
育
、
痴
呆
性
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
岩
戸

児
童
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て
施
策
拡
充
な
ど
、
長
年
懸

案
と
な
っ
て
い
た
市
民
要
望
の
実
現
に
向
け
て
大
き

く
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
関
係
者

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ま
旧
第
四
小
学
校
跡
地
や
東
京
都
水
道
局
の
資

材
置
場
な
ど
、
公
共
用
地
の
活
用
方
向
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
生
か
し

て
、
中
学
校
給
食
実
施
の
際
の
施
設
整
備
、
三
つ
目
の

福
祉
作
業
所
や
新
中
央
図
書
館
な
ど
の
見
通
し
も
含
め

な
が
ら
、　

世
紀
の
狛
江
に
ふ
さ
わ
し
い
構
想
策
定
に

２１

今
年
は
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況

な
の
で
財
源
確
保
な
ど
む
ず
か
し
さ
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
協
働
と
情
報
公

開
を
軸
に
し
な
が
ら
、
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
議
論
し
、
公
共
施
設
に
関
す
る
総
合
的
な
方
針
を
定

め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
い
わ
ば
狛
江
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
も
市
民
と
行
政
が
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
狛
江
、
小
さ
く
て

も
輝
き
の
あ
る
ま
ち
狛
江
を
、
と
も
に
め
ざ
し
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
が
ま
す
ま
す
悪

化
す
る
な
か
で
、
市
民
生
活
擁
護
を
最
優
先
課
題
と
し

て
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

市
政
発
展
へ
引
き
続
き
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

狛江市長

矢 野 ゆ た か

狛江市議会議長

石 黒　 実
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平
成　

年
度
保
育
所
入
所
申
し

１４

込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

保
育
所
は
、
仕
事
や
疾
病
等
で
お

子
さ
ん
の
保
育
が
日
中
に
で
き
な
い

保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

〔
受
付
期
間
〕
１
月　

日
�
か
ら　

２１

３１

日
�
ま
で
に
社
会
福
祉
課
（
土
・
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
か
ら
正
午
ま

３０

で
、
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
）
。

　

な
お
、
平
成　

年
２
月
３
日
生
ま

１４

れ
ま
で
の
お
子
さ
ん
は
、
４
月
１
日

に　

日
目
と
な
り
保
育
園
入
所
対
象

５７
と
な
り
ま
す
。
申
込
提
出
期
限
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〔
提
出
書
類
〕
�
入
所
申
込
書
�
平

成　

年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
平
成

１３

　

年
分
確
定
申
告
書
控
（
２
月　

日

１３

２８

ま
で
提
出
）
�
住
民
票
（
世
帯
全
員

の
写
し
で
続
柄
の
記
載
さ
れ
た
も

の
）
�
保
護
者
の
勤
務
ま
た
は
内
職

等
の
証
明
書
�
そ
の
ほ
か
必
要
と
さ

れ
る
書
類
。
ま
た
、
平
成　

年
１
月

１３

１
日
現
在
市
外
に
居
住
し
て
い
た
方

は
、
平
成　

年
度
住
民
税
課
税
証
明

１３

書
が
必
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

市
内
の
保
育
所
入
所
案
内
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市
内
の
学
童
保
育
所
入
所
案
内

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気

療
養
中
な
ど
の
理
由
で
、
児
童
の
面

倒
を
見
ら
れ
な
い
と
き
に
、
代
わ
っ

て
育
成
す
る
の
が
学
童
保
育
所
で
す
。

　

学
童
保
育
所
の
入
所
の
対
象
は
、

小
学
校
に
在
学
す
る
３
年
生
以
下
の

児
童
で
、
時
間
は
放
課
後
か
ら
午
後

５
時
（
延
長
は
５
時　

分
）
ま
で
で

４５

す
が
、
春
夏
冬
の
休
み
の
時
は
一
日

保
育
と
な
り
ま
す
。
市
内
に
は
現
在

８
カ
所
の
市
立
学
童
保
育
所
が
あ
り

ま
す
。

〔
受
付
期
間
〕
１
月
８
日
�
か
ら　
２１

日
�
ま
で
に
児
童
福
祉
課
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
８
時　

分
か
ら
正

３０

午
ま
で
、午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
）

〔
申
請
書
類
〕
�
入
所
申
請
書
�
児

童
台
帳
�
保
護
者
の
勤
務
証
明
書

　

こ
れ
ら
の
申
請
書
類
は
児
童
福
祉

課
、
各
学
童
保
育
所
、
各
保
育
園
で

配
付
し
ま
す
。

※
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
小
学
生
ク
ラ

ブ
（
小
学
生
全
学
年
対
象
・
午
後
７

時
ま
で
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

　

新
春
恒
例
の
狛
江
市
消
防
団
出
初

式
を
１
月
７
日
�
午
前　

時
か
ら
第

１０

一
中
学
校
校
庭
（
雨
天
時
は
、
エ
コ

ル
マ
ホ
ー
ル
）
で
行
い
ま
す
。

　

狛
江
市
消
防
団
は
、
団
長
を
中
心

に
１
０
８
人
の
団
員
が
「
自
ら
の
地

域
は
自
ら
守
る
」
を
精
神
に
、
生
業

の
か
た
わ
ら
地
域
を
火
災
や
水
害
・

震
災
な
ど
か
ら
守
る
た
め
、
昼
夜
を

問
わ
ず
活
躍
し
て
い
ま
す
。
会
場
で

は
、
消
防
団
員
の
入
場
行
進
、
車
輌

パ
レ
ー
ド
、
優
良
団
員
等
の
表
彰
、

行
進
間
に
お
け
る
小
隊
操
練
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
に
よ
る
放
水
演

技
、
そ
し
て
、
江
戸
情
緒
を
今
に
伝

え
る
北
睦
第
二

区
五
番
組
に
よ

る
木
遣
（
き
や

り
）
と
纏
（
ま
と

い
）
の
演
技
等
が

き
び
き
び
と
繰

り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
参
観

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
午
前
７
時　

分
か

３０

ら
一
分
間
、
市
内
各
消
防
団
器
具
置

場
の
サ
イ
レ
ン
を
団
員
召
集
の
た
め

鳴
ら
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

　

成
人
式
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

歳
に
な
っ

２０

た
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

日
本
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民

６０

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
に
な
っ
た
と
き
や

不
慮
の
事
故
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
、

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
の
に
必
要

な
所
得
を
保
障
す
る
た
め
、
前
も
っ

て
皆
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
世
代

間
で
助
け
合
う
制
度
だ
か
ら
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
は
１
３
�

１３

３
０
０
円
で
す
が
、
経
済
的
な
理
由

で
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

収
入
が
な
く
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

   
な
お
、
こ
の
届
け
出
は
毎
年
必
要

と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
し
、
成
人
式

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
成
人
式
も
、
新
成
人
代
表

者
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
を
お

願
い
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
お
祝
い

し
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時　

１４

１０

３０

分
か
ら
受
け
付
け

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
内
容
〕
式
典
は
午
前　

時
か
ら　

１１

１１

時　

分
ま
で
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

３０
午
前　

時　

分
か
ら
午
後
２
時
ま
で
。

１１

３０

■
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

▽
新
成
人
限
定
抽
選
会　

ｉ
ｎ　

Ｋ

ｏ
ｍ
ａ
ｅ
▽
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ

撮
影
（
自
由
）
▽
交
流
コ
ー
ナ
ー

（
恩
師
を
交
え
て
）

〔
対
象
〕
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら

５６

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
狛

５７江
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
に
は

年
賀
は
が
き
で
通
知
し
ま
し
た
が
、

届
い
て
い
な
い
方
、
ま
た
、
狛
江
市

に
住
民
登
録
の
な
い
方
で
こ
の
成
人

式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
お
よ
び

障
害
の
あ
る
方
で
付
き
添
い
の
必
要

な
方
は
、
社
会
教
育
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

新
春
１
月
７
日
�

消
防
団
の
出
初
式

　

歳
は
国
民
年
金

２０の
ス
タ
ー
ト
で
す

成
人
式
の
ご
案
内

市
立
小
・
中
学
校
の
就
学
通
知
書
の

　
　
　
　
　
　

発
送
と
入
学
説
明
会

�
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教
育
委
員
会
で
は
、
１
月
中
旬
に
、

今
年
の
４
月
に
市
立
小
・
中
学
校
に

入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方

へ
、
入
学
式
の
日
と
就
学
先
を
指
定

し
た
就
学
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。 

   
通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た
り
、　
１２

月　

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

２８
学
校
教
育
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
立
・
私
立
の
学
校
に
入
学

さ
れ
る
方
は
、
そ
の
学
校
の
入
学
許

可
書
ま
た
は
承
諾
書
を
学
校
教
育
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に

提
出
済
の
方
に
は
就
学
通
知
書
を
発

送
し
ま
せ
ん
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

   
な
お
、
市
立
小
・
中
学
校
の
入
学

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

入 学 説 明 会 実 施 日 時学 校 名

午後２時３０分から２月２２日�狛江第一小学校

午後２時００分から２月２２日�狛江第二小学校

午後２時００分から１月２２日�狛江第三小学校

午後２時００分から２月１８日�狛江第五小学校

午後２時００分から２月１８日�狛江第六小学校

午後２時００分から２月２５日�狛江第七小学校

午後２時００分から２月４日�和泉小学校

午前１１時００分から１月１９日�
狛江第一中学校

午前８時５０分から午前１０時４０分授業公開
午後２時３０分から２月１４日�

狛江第二中学校
午後１時３０分から午後２時２０分授業公開
午後２時３０分から１月３１日�

狛江第三中学校
午後１時２０分から午後２時１０分授業公開
午後２時３０分から２月８日�

狛江第四中学校
午後１時３０分から午後２時２０分授業公開

対象児童区分園　　名

生後５７日目から市立和泉保育園

８カ月以上市立藤塚保育園

８カ月以上市立駒井保育園

生後５７日目から市立駄倉保育園

８カ月以上市立宮前保育園

８カ月以上市立三島保育園

２カ月以上私立多摩川保育園

８カ月以上私立狛江保育園

生後５７日目から３
歳まで私立狛江子どもの家

■市内の保育園

定員所　在　地名　　称

５０人和泉本町４－７－５１
上和泉地域センター内上和泉学童保育所

５０人猪方１－１１－２
第三小学校校庭猪方学童保育所

５０人中和泉３－１２－６
和泉児童館内和泉学童保育所

５０人和泉本町１－１４－３松原学童保育所

５０人中和泉４－１６－３
根川地区センター２階根川学童保育所

５０人東野川１－６－３東野川学童保育所

５０人猪方３－１３－１猪方前原学童保育所

３５人和泉本町４－３－１
第二小学校内上和泉学童保育所分室

■市内の学童保育所



�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）１月１日

　
　
　

高
額
な
美
容
器
具
を
契
約
さ
せ

　
　
　

ら
れ
、「
や
め
た
い
」
と
言
っ
た

　
　
　

が
、
対
応
し
て
く
れ
ず
困
っ
て

　
　
　

い
る
（　

歳
主
婦
）

６２

「
ご
家
庭
で
の
美
顔
体
験
５
０

０
円
。
そ
ち
ら
の
方
に
伺
う

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
を
」
と
の
電

話
が
あ
り
、
来
訪
を
了
解
し
た
。

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
名
乗

る
女
性
が
訪
れ
、「
貴
女
の
肌
は
こ
の
美

顔
器
で
こ
れ
程
き
れ
い
に
な
る
」
と
四

時
間
か
け
て
言
わ
れ
続
け
、
断
り
き
れ

ず
四
十
数
万
円
の
美
顔
器
を
ロ
ー
ン
契

約
し
た
。
し
か
し
、
翌
日
、
や
は
り
高

額
す
ぎ
る
の
で
と
解
約
を
伝
え
た
と
こ

ろ
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
相
談
で
す
。

　

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
商
品
な
ど
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
（
契
約
書
面

受
け
取
り
日
か
ら
８
日
以
内
）
で
し
た

ら
無
条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。
そ
の
証

拠
と
し
て
必
ず
ハ
ガ
キ
等
の
書
面
で
、

配
達
記
録
郵
便
で
業
者
に
通
知
し
て
く

だ
さ
い
（
受
け
取
っ
た
商
品
の
返
送
費

用
も
業
者
負
担
）
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
後
の
解
約

に
つ
い
て
は
、
業
者
と
の
合
意
が
必
要

で
大
変
難
し
い
の
が
現
状
で
す
が
、
今

回
の
事
例
の
よ
う
に
、
業
者
が
目
的
を

告
げ
ず
に
来
訪
し
、
断
定
的
判
断
を
加

え
て
長
時
間
勧
誘
、
消
費
者
を
困
惑
さ

せ
て
契
約
を
結
ば
せ
た
場
合
、
平
成　
１３

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
消
費

者
契
約
法
」
で
、
契
約
の
取
り
消
し
を

主
張
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

業
者
の
不
当
行
為
に
気
づ
い
た
時
か

ら
６
カ
月
、
契
約
日
か
ら
５
年
が
取

り
消
し
可
能
期
間
と
な
り
、
弱
い
立

場
の
消
費
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
べ

て
の
業
者
が
取
り
消
し
を
簡
単
に
認
め

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
に
は
、
い
ら
な
い
も
の
は
断
る
勇

気
と
、
慎
重
な
契
約
で
す
。

〔
相
談
場
所
〕
市
役
所
２
階
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

�
�� ��

��

�����
�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
消
費
者
契
約
法

�

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談日の１週
間前から産業生活課で受け
付け。

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

カ ウ ン セ ラ ー１６日・２３日の各水曜日
午前９時～正午

カ ウ ン セ リ ン グ
・ 心 の 相 談

商工会経営指導員１７日�　午後１時３０分～４時経 営 相 談

建 築 士９日�　午後１時～４時住 宅 相 談

事前予約制。産業生活課で受け付けOA 機器メーカー SE など１１日�　午後１時～５時パ ソ コ ン 相 談

午後１時から産業生活課で受
け付け。定員６人。
※夜間相談は事前予約制。

交 通 事 故 相 談 員１５日�　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

宅地建物取引業協会今月はお休みです。不 動 産 取 引 相 談

司法書士会調布支部
今月はお休みです。

登 記 相 談
夜間相談　２８日�　午後６時～８時

人 権 擁 護 委 員１７日�　午後１時～４時人 権 身 の 上 相 談

行 政 相 談 委 員１８日�　午後１時～４時行 政 相 談

土地家屋調査士会２４日�　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査
測 量 登 記 相 談

行 政 書 士 会
調 布 支 部

１５日�　 午後１時～４時相 続 等 暮 ら し の
書 類 作 成 相 談夜間相談　８日�　午後６時～８時

元生命保険事務経験者７日�　午後１時～４時生 活 設 計 相 談

東京税理士会武蔵府中支部１０日�　午後１時～４時

税 務 相 談 会場は同支部（調布市小島
町１－３４－１エクレール調
布３階�０４２４-８８-５５５０）

東 京 税 理 士 会
武 蔵 府 中 支 部

毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　午後１時～４時

産業生活課で受け付け消 費 生 活 相 談 員毎週月・木曜日　午前１０時～４時消 費 生 活 相 談

直接２階第２市民相談室府中公共職業安定所今月はお休みです。パ ー ト タ イ マ ー
職 業 相 談

２階第１市民相談室稲 城 高 年 齢 者
就 業 相 談 所８日・２２日の各火曜日　午後１時～４時高 年 齢 者

し ご と 相 談

２階第１市民相談室保 護 司２３日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

直接２階第２市民相談室難 病 者 相 談 員毎月第１月曜日　午前９時～正午難 病 者 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士毎月第２水曜日　午前９時～正午聴 覚 障 害 者 相 談

児 童 福 祉 司毎週木曜日　午前９時～正午児 童 相 談

母 子 相 談 員月～金　午前９時～午後４時母 子 ・ 女 性 相 談

介 護 保 険 苦 情 相 談 員毎週火・木・金曜日　午後１時～４時介護保険苦情相談

市教育相談室（第二小学校
内）へ。幼児から中学生教 育 相 談 員月～金　午前９時～午後４時３０分教 育 相 談

�３４３０-１４１１教 育 相 談 員月～金　午前９時～午後４時３０分親と子の電話相談

直接保険年金課へ。年 金 相 談 員月・金　午前９時３０分～午後４時３０分年 金 相 談

社会福祉協議会（あいとぴ
あセンター内）で受け付け心 配 ご と 相 談 員毎週水曜日　午後１時～３時心 配 ご と 相 談

狛江市シルバー人材センター 電話予約制�３４８８-６７３５毎月第３月曜日　午後１時３０分高齢者就業説明相談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金　午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談

１ 月 の 市 民 相 談

　

狛
江
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改

定
委
員
会
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
の

一
層
の
進
展
や
住
環
境
問
題
へ
の
取

り
組
み
、
景
気
低
迷
の
長
期
化
な
ど

住
宅
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
経

済
情
勢
の
新
た
な
課
題
に
対
応
し
、

効
果
的
な
住
宅
施
策
を
展
開
し
て
い

く
た
め
に
、「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
お
よ
び
「
地
域
高
齢
者
住
宅
計

画
」
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
委
員

会
で
は
、
計
画
の
素
案
を
報
告
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
提
案
を

反
映
す
る
一
環
と
し
て
広
聴
の
集
い

を
開
催
し
ま
す
。

〔
第
１
部
〕「
狛
江
市
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
計
画
に
際
し
て
」
大
方
潤

一
郎
さ
ん
（
東
京
大
学
工
学
部
都
市

工
学
科
教
授
）　

〔
第
２
部
〕
▽
「
住
宅
の
更
新
と
ま

ち
づ
く
り
」

加
藤
仁
美
さ
ん
（
東
海
大
学
工
学
部

建
築
学
科
助
教
授
）　

▽
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
住

ま
い
方
と
福
祉
」
宮
城
孝
さ
ん
（
法

政
大
学
現
代
福
祉
学
部
現
代
福
祉
学

科
助
教
授
）

〔
第
３
部
〕
市
民
の
方
か
ら
住
宅
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
内
容
に
つ
い

て
ご
意
見
や
提
案
を
伺
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
か
ら
３
時　

分
ま
で

３０

〔
場
所
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

狛
江
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
広
聴
の
集
い

�
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就
学
学
校
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
合
理
的
な
理
由
と
認
め
た

場
合
に
は
、
通
学
区
域
外
か
ら
の
通

学
を
承
認
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

新
た
に
基
準
を
明
確
化
し
、
さ
ら
に

認
め
ら
れ
る
基
準
を
拡
大
し
弾
力
的

運
用
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
学
を
希
望
す
る
学
校
が

施
設
等
で
受
け
入
れ
が
困
難
と
な
ら

な
い
場
合
に
限
り
卒
業
ま
で
認
め
ら

れ
ま
す
。

   
こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
申
請

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〔
認
定
基
準
〕
別
表
１
指
定
校
変
更

（
市
内
で
の
学
区
外
通
学
）
別
表
２

区
域
外
就
学
（
市
外
か
ら
の
通
学
）

〔
申
請
手
続
〕
学
校
教
育
課

〔
申
請
期
限
〕
１
月　

日
�

３１

〔
そ
の
他
〕
就
学
学
校
の
変
更
が
認

定
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
通
学
路
が

特
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
保

護
者
の
責
任
で
交
通
安
全
等
に
配
慮

し
通
学
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

通
学
区
域
外
か
ら
の
通
学
基
準
を
緩
和
し
ま
す

�
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承　　　認　　　基　　　準

　
　区域外就学については、他に特別
の事情がない限り、次の基準により
承認する。
１　転入・転出による場合
(1) 現に通学している学校に引き続き
通学を希望するとき。ただし、通学
に要する時間が原則として１時間以
内であること。
(2) 近い将来、転入することが確実な
ため、あらかじめ転入先の学校への
通学を希望するとき。ただし、申請
時に関係書類を提示すること。
２　家庭環境による場合
(1) 自営業等で店舗等の方が生活の本
拠地となっている場合で、その店舗
等の近くの学校への通学を希望する
とき。
(2) 共働家庭、ひとり親家庭等の理由
により、保護者の勤務地の近くの小
学校への通学を希望するとき。
３　教育的配慮による場合
　児童生徒が義務教育を円滑に受け
るために特に配慮する必要があると
教育委員会が認めたとき。
４　その他
　兄および姉が通学している学校へ
の通学を希望するとき。

別　表２　区域外就学（市外からの通学）

承　　　　認　　　　基　　　　準
　

　指定校変更については、通学を希望する学校が施設等で受け入れが
困難とならない場合に限り卒業まで、次の基準により承認する。
１　転居による場合
(1) 現に通学している学校に引き続き通学を希望するとき。
(2) 近い将来，転居することが確実なため、あらかじめ転居先の学校へ
の通学を希望するとき。ただし、申請時に関係書類を提示すること。
２　地理的な理由による場合
　指定校の学校よりも隣接校の方が近い場合で、隣接校への通学を希
望するとき。
３　家庭環境による場合
(1) 自営業等で店舗等の方が生活の本拠地となっている場合で、その店
舗等の近くの学校への通学を希望するとき。
(2) 共働家庭、ひとり親家庭等の理由により、児童がいったん親類、知
人宅等に下校する場合で、その親族、知人宅等の近くの学校への通学
を希望するとき。
(3) 指定校以外の学区の学童保育所に措置された場合で、当該学童保育
所の近隣の小学校への通学を希望するとき。
(4) 共働家庭、ひとり親家庭等の理由により、保護者の勤務地の近くの
学校への通学を希望するとき。
４　教育的配慮による場合
　児童生徒が義務教育を円滑に受けるために特に配慮する必要がある
と教育委員会が認めたとき。
５　その他
(1) 健康上の理由により、学校を変更する方が望ましいことが医師の診
断書で明らかなとき。
(2) 兄および姉が通学している学校への通学を希望するとき。
(3) 指定校変更により通学していた小学校を卒業した児童が、当該小学
校の卒業生が通常進学する中学校への進学を希望するとき。 

別　表１　指定校変更（市内での学区外通学）
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こ
の
調
査
は
、
今
後
の
狛
江
市
に

お
け
る
バ
ス
交
通
の
あ
り
方
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
基
本
的
な
方
向
性
を
検

討
す
る
基
礎
資
料
に
活
用
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
調
査
対
象
者
は
、
市
内
居

住
者
で　

歳
以
上
の
方
の
中
か
ら

２０

１
�
５
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出
し

て
行
い
ま
す
。
調
査
用
紙
は
１
月　
１０

日
�
に
郵
送
し
、
回
答
の
締
め
切
り

を　

日
�
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

３１
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

　

毎
月
第
２
木
曜
日
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
た
め
の
健
康
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
婦
と
栄
養
士
が
、
健
康
や
食

事
な
ど
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の
結
果
表

な
ど
が
あ
れ
ば
、
健
康
状
態
が
把
握

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
持
参
く
だ
さ

い
。

〔
今
月
の
相
談
日
〕
１
月　

日
� 
午

１０

前
９
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で

３０

１１

３０

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
市
内

に
代
替
で
平
成
７
年
１
月　

日
か
ら

１７

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
期
間
に

１４

３１

家
屋
を
取
得
さ
れ
る
方
は
、
固
定
資

産
税
と
都
市
計
画
税
の
家
屋
分
の
税

額
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
は
、
２
月
１
日
�
ま
で
に
申
告
が

必
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

　

ぼ
か
し
（
発
酵
促
進
資
材
）
等
で
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
市
民
の
方
、
こ
れ
か
ら
や

ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
方
に
、
堆
肥
の

上
手
な
作
り
方
や
、
花
壇
や
畑
等
で

土
に
戻
す
こ
と
等
に
つ
い
て
、
プ
チ

ト
マ
ト
の
会
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
も
ら
え
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時　

１０

１０

３０

分
か
ら　

時　

分
ま
で

１１

３０

〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

狛
江
市
の
公
共
交
通
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す

国
保
加
入
者
の
た
め
の
健
康

相
談

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り

家
屋
を
取
得
さ
れ
た
方
へ

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

１７

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
･
皮
膚

科〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
受
付
時
間
は
、

１６

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
９
月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１３母
子
健
康
手
帳
･
問
診
票
･
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
受
付
時
間
は

１７

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１０

１２

母
子
健
康
手
帳
･
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
･
保
険
証

※
対
象
者
に
は
、
個
別
に
問
診
票
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

寝
た
き
り
予
防
の
体
操
の
教
室
で

す
。　

歳
以
上
で
、
疾
病
や
老
化
な

４０

ど
で
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

方
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月
９
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕
１
日
・
２
日
・
３
日
・

４
日
・
６
日
・　

日
・　

日

１３

１４

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時　
１１

３０

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　
　

２
３

　

平
成
４
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
が　

回
目
を
迎
え
ま
す
。

１０

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

ル
〔
内
容
〕
映
画
「
老
親
」
の
上
映

と
こ
の
映
画
製
作
の
監
督
で
あ
る
槙

坪
夛
鶴
子
さ
ん
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

〔
参
加
費
〕
無
料
※
保
育
希
望
者
は

１
月　

日
�
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

２１

〔
問
い
合
わ
せ
〕
男
女
平
等
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
・
前
�（
３

４
８
９
）
７
７
５
９

　

盆
栽
展
を
開
催
し
ま
す
。
出
品
を

ご
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
特
に
外
国
の
方
の
出
品
を
歓
迎

し
ま
す
。
出
品
申
し
込
み
の
方
に
は
、

後
日
、
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

〔
日
時
〕２
月
８
日
�
〜　

日
�〔
会

１０

場
〕
中
央
公
民
館
〔
出
品
受
付
〕
１

月
７
日
�
〜　

日
�

１５

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
市
民
協
働
課
）

へ
。

　

日
本
の
伝
統
的
な
文
化
「
初
釜
」

を
と
お
し
て
、
外
国
の
方
々
と
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
参

加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

１３

１０

午
後
３
時（
茶
席
は
午
後
２
時
ま
で
）

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
内
容
〕
お

茶
会
、
折
り
紙
、
投
扇
興
、
い
ろ
は

カ
ル
タ
、
着
物
着
付
け
。
な
お
、
当

日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
着
物
着
付
け
、

お
手
伝
い
等
）
を
募
集
し
て
い
ま
す

〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
（
お
茶
券
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
）

　

正
月
恒
例
の
「
ど
ん
ど
焼
」
を
行

い
ま
す
。
ご
家
庭
に
あ
る
正
月
用
の

お
飾
り
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

燃
や
し
て
公
害
と
な
る
も
の
は
遠
慮

く
だ
さ
い
。

　

温
か
い
甘
酒
・
汁
粉
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
点

１３

１０

火
〔
会
場
〕
和
泉
多
摩
川
河
川
敷

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協

議
会
・
服
部
�
（
３
４
３
０
）
６
９

０
４

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１３

９
時　

分
受
け
付
け
、
午
前　

時　

４０

１０

２０

分
ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
、
荒
天
の

場
合
１
月　

日
�
）〔
集
合
場
所
〕
西

２０

河
原
公
園
〔
参
加
資
格
〕
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
健
康
な
男
女
〔
種
別
〕

�
２
キ
ロ　

小
学
生
低
、
高
学
年
各

男
女
�
５
キ
ロ　

中
学
生
（
男
女
）
、

一
般
女
子
Ａ
（　

歳
未
満
）・
Ｂ
（　

３５

３５

歳
以
上
）
、
一
般
（
男
女
）
Ａ
（　
５０

歳
以
上
）・
Ｂ
（　

歳
以
上
）
�　

キ

６０

１０

ロ　

一
般
（
男
女
）
Ｃ
（　

歳
未
満
）・

３５

Ｄ
（　

歳
以
上
）〔
表
彰
〕
各
種
別
１

３５

位
〜
３
位
賞
状
・
メ
ダ
ル　

※
参
加
者
全
員
に
と
ん
汁
・
記
録
賞
・

抽
選
会
〔
参
加
費
〕
小
中
学
生
３
０

０
円
、
そ
の
他
５
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
陸
上
競
技
協
会
・

山
本
�
（
３
４
８
９
）
６
０
０
８

（
午
後
７
時
〜　

時
）

１０

生
ご
み
堆
肥
化
相
談
会

と�と�

健
康�

健
康�

衛
生�

衛
生�

Health

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
狛
江
市
医
師
会
無
料
健
康
相
談

��

��
��
��
��
��
��
��
		

����

Health

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
３
･
４
カ
月
児
健
康
診
査

Health

教
　
室

教
　
室�

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
リ
ハ
ビ
リ
教
室

�

催
　
し�

�

■
第　

回
男
女
平
等
推
進
フ
ォ
ー
ラ

１０

ム■
第
三
回
狛
江
盆
栽
展

■
初
釜
と
新
春
の
集
い

■
平
成　

年
ど
ん
ど
焼
祭

１４都
立
狛
江
高
校�

�

狛
江
市
内
↑�

多
摩
水
道
橋�

�

↑
新
宿�

町
田
↓�

下流→�←上流� 多摩川�

↑�
小田急線・和泉多摩川駅→�

土　　手�

ボート乗り場�
↓� どんど焼�

ス
ポ
ー
ツ�

■
第　

回
狛
江
市
民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

１２

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

第　

回
狛
江
多
摩
川
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

３２
大
会

���

�
�
�
�
�
�
��

〔
職
種
〕
歯
科
衛
生
士
・
保
育
士

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１



　

立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学

部
の
赤
塚
光
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
活
動
や
障
害
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
新
し
い
活
動
の
紹
介

を
と
お
し
、
明
日
の
福
祉
に
向
け
て

の
お
話
を
伺
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

１３

３０

分
〜
３
時
〔
場
所
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
費
用
〕
無
料

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
祉

ネ
ッ
ト
「
ナ
ナ
の
家
」
�
（
５
４
３

８
）
２
７
７
３

　

６
月
２
日
�
（
バ
ン
ド
部
門
）・
９

日
�
（
合
唱
器
楽
部
門
）
に
エ
コ
ル

マ
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
の
音
楽
会
に

出
演
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
ま
で
に
音
楽
連
盟
事
務
局
・

３１辻
�
（
３
４
８
９
）
８
３
０
２
へ
。

■
幼
児
の
つ
ど
い　

毎
週
木
曜
日
、

午
前　

時
〜
正
午
。
内
容
は
、
１
月

１１

　

日
タ
コ
作
り
。　

日
車
作
り
。
対

１０

１７

象
は
幼
児（
保
護
者
同
伴
）。
上
履
き

持
参
。

■ 
か
る
た
取
り
大
会　

昔
の
か
る

た
で
カ
ル
タ
取
り
大
会
を
楽
し
も
う
。

１
月
９
日
�
午
後
３
時
か
ら
。
内
容

は
、
小
学
校
１
〜
３
年
生
の
部
。
同

４
〜
６
年
生
の
部
。
中
学
生
の
部
各

　

人
。
各
部
優
勝
者
に
は
優
勝
カ
ッ

２０プ
と
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■ 
マ
ジ
ッ
ク
で
遊
ぼ
う　

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
３
時
か

１６

ら
〔
対
象
〕
小
学
生
以
上　

人
。

２０

■
幼
児
の
つ
ど
い　

１
月　

日
�
た

１１

こ
で
遊
ぼ
う
。
午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
。
参
加
自
由
〔
対
象
〕
乳
幼

３０
児
と
保
護
者
。
上
履
き
持
参
。

■
子
ど
も
映
画
会　

１
月
９
日
�
午

後
３
時
か
ら　
「
ス
ノ
ー
マ
ン
」「
注

文
の
多
い
料
理
店
」〔
対
象
〕
幼
児

（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
。

■
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　

１
月　

日
１８

�
午
後
４
時
か
ら
〔
対
象
〕
小
学
生
。

参
加
賞
あ
り
。

■
子
育
て
く
ら
ぶ
０
１
２
３　

１
月

７
日
�
か
ら
年
齢
別
ク
ラ
ス
活
動
の

第
Ⅱ
期
が
始
ま
り
ま
す
。
０
歳
か
ら

３
歳
児
ク
ラ
ス
ま
で
。　

回
コ
ー
ス
。

１０

途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■ 
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
も
っ
と
話

し
た
い
子
育
て
の
楽
し
さ
」　

１
月

　

日
�
午
前　

時　

分
〜　

時　

分

２６

１０

３０

１１

３０

ま
で
。「
り
ん
ご
の
木
」
代
表
の
柴
田

愛
子
さ
ん
よ
り
、
肩
の
力
を
抜
き
子

ど
も
に
寄
り
添
っ
た
子
育
て
の
講
演

を
行
い
ま
す
〔
対
象
〕
乳
幼
児
（
主

に
２
〜
３
歳
児
）を
も
つ
保
護
者〔
定

員
〕　

人
。
保
育
有
り
（
要
予
約
）。

２０

■
ま
ゆ
玉
飾
り
と
園
庭
開
放　

実
り

豊
か
で
丈
夫
に
育
っ
て
い
く
よ
う
に
、

ま
ゆ
玉
を
飾
り
ま
す
。

　

ま
た
、
園
庭
も
開
放
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。　

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

　

時
〔
場
所
〕
多
摩
川
保
育
園
園
庭

１１〔
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩
川
保
育
園　

�
０
４
２
４
（
８
３
）
４
６
６
７　

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

１
月
９

日
・　

日
・　

日
・　

日
（
各
水
曜

１６

２３

３０

日
）
い
ず
れ
も
午
後
３
時　

分
か
ら

３０

（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　

１

月　

日
・　

日
（
各
木
曜
日
）〔
０
〜

１０

２４

１
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　
１０

時　

分
〜　

時　

分
〔
２
〜
３
歳
の

３０

１０

４５

子
ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　

時
〜　

１１

１１

時　

分
２０

　

西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
会
場
〕
２
階
幼
児
室
〔
時
間
〕
午

後
３
時　

分
か
ら
▽
１
月　

日
�

３０

１０

〔
絵
本
〕
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
マ
フ

ラ
ー
〔
紙
芝
居
〕
か
さ
じ
ぞ
う
〔
工

作
〕
ビ
ニ
ー
ル
ダ
コ
▽
１
月　

日
�

１７

〔
絵
本
〕だ
ん
ご
ど
っ
こ
い
し
ょ〔
お

は
な
し
〕
牛
方
と
や
ま
ん
ば
〔
工
作
〕

マ
ラ
カ
ス
▽
１
月　

日
�
〔
絵
本
〕

２４

ゆ
き　

ゆ
き
〔
紙
芝
居
〕
ゆ
き
お
ん

な
〔
折
り
紙
〕
は
ね
る
う
ま
▽
１
月

　

日
�
〔
絵
本
〕
い
っ
す
ん
ぼ
う
し

３１〔
お
は
な
し
〕
ゆ
き
む
す
め
〔
工
作
〕

お
に
の
め
ん

　

図
書
室
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
会
場
〕上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー〔
時

間
〕
午
後
４
時
か
ら
▽
１
月
７
日
�

〔
お
は
な
し
〕
ね
ず
み
の
も
ち
つ
き

〔
工
作
〕
た
こ
☆
わ
ら
べ
う
た
で
あ

そ
ぼ
う
！
▽
１
月　

日
�
〔
絵
本
〕

２１

た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
〔
お
は
な
し
〕

元
気
な
仕
立
て
屋
〔
工
作
〕
た
ま
ご

は
何
に
な
る
の
か
な
？
▽
１
月　

日
２８

�
〔
絵
本
〕
は
ち
み
つ
い
ろ
の
う
ま

〔
お
は
な
し
〕
ね
こ
の
な
ま
え
〔
お

り
が
み
〕
宙
返
り
馬　
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◎ 
和
泉
児
童
館
だ
よ
り

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

子
育
て�

�

■
守
り
ま
す
あ
な
た
の
安
全
１
１

０
番 　

事
件
・
事
故
が
起
こ
っ
た

り
、目
撃
し
た
と
き
は
す
ぐ
１
１
０

番
し
て
く
だ
さ
い
。携
帯
電
話
か
ら

は
、
必
ず
停
ま
っ
て
、
住
所
・
番

地
・
目
標
物
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１

１
０　

相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
「
警

視
庁
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」＃
９
１

１
０
ま
た
は
�
（
３
５
０
１
）
０
１

１
０
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
警
察
署

１
月　

日
は
「
１
１
０
番
の
日
で
す
」

１０

〔日時〕１月１２日�午前１０時・
午後２時の２回上映（上映時間
１０７分）
〔会場〕西河原公民館
〔入場料〕無料
〔問い合わせ〕西河原公民館　
　�（３４８０）３２０１

■
西
河
原
映
画
会　

「
グ
ー
ス　

〜
少
女
は　

歳
、　

羽
の
グ
ー
ス
と
大
空
へ
飛
び
立
ち
ま
す
〜

」

１４

１６

セ
ミ
ナ
ー�

募
　
集�

�

図
書
館�

�

■
「
福
祉
を
創
る
」
の
誘
い

■　

周
年
記
念
初
夏
の
音
楽
会
参
加

３０
団
体
募
集

◎
多
摩
川
保
育
園

◎ 
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎ 
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

◎ 
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

◎ 
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■いきいき体操クラブ　会員募集
　毎週火曜日午前１１時３０分～午
後１時３０分、市民総合体育館にて。
５５歳以上の男女が主体。主にスト
レッチ体操、市内ウォーキング等
を行い、心身のリフレッシュを
図っています。月会費３,０００円〔問
い合わせ〕松山�（３４８９）７４１５
■調布・狛江リウマチ友の会
　１月９日�午後１時３０分～３時
３０分、調布市総合福祉センターに
て。勉強会等。参加費２００円〔問
い合わせ〕成沢�（３４８９）９２３１
■わかくさ会　会員募集
　毎月第２、４月曜日午後２時～４
時、南部地域センターにて。水彩
画を学んでいます。月会費１,５００円

〔問い合わせ〕斉藤�（３４８０）７０７９
■紫の会　会員募集
　毎月第２金曜日午後２時～４時、
上和泉地域センターにて。源氏物
語を先生が読解してくださる楽し
い会です。月会費７００円〔問い合
わせ〕糸川�０４２４（８８）７７４１
■五感の体操クラブ　会員募集
　毎週金曜日午後１時～２時３０分、
３時～４時３０分、西河原公民館に
て。６０歳以上。閉じこもり防止の
体操。バスタオル・靴下持参。月
会費３,０００円〔問い合わせ〕岡島
�（３４６８）０５４３
■狛江難病患者と家族の会
　１月７日�午前１０時から中央公
民館にて。定例相談会。手足のし
びれやこわばりでお困りの方、相
談員が応じます〔問い合わせ〕伊

藤�（３４８０）０９３８
■狛江探鳥会　バードウォッチング
　１月１３日�午前９時、和泉多摩
川駅前集合。多摩川で観察。午後
１時頃終了予定。雨天中止。昼食、
筆記具、ある方は観察用具持参。
参加費２００円〔問い合わせ〕松村
�（３４８０）８０４９
■狛江文化会　狛江付近案内
　▽１月５日�午前９時、狛江駅
集合。港区の麻布七福神巡り。雨
天翌日。弁当持参▽２６日�午前９
時、狛江駅集合。港区芝から三田
へ向け泉岳寺までの歴史散歩。雨
天翌日。弁当持参〔問い合わせ〕
田代�（３４８０）８７６３
■新日本婦人の会　赤ちゃん体
操・親子リズム体験会

　１月１５日�、２７日�、２月２４

日�午前１０時３０分から根川地区
センターにて。０歳～未就学児と
親子で体操。無料〔問い合わせ〕
飯塚�（３４８８）８１５２
■ほっとサロン　参加者募集
　毎月第１・３木曜日午後２時～４
時、あいとぴあセンターにて。ふ
れあいトークで生き生きした自分
をみつけませんか。男女、年齢問
いません。無料〔問い合わせ〕土
井�０４５（５６２）４５５９
■アートセラピストによる色の体
験講座

　毎月第２土曜日午前９時１０分か
ら、中央公民館にて。ぬらし絵、
みつろう粘土等のクラスレッスン
と個人セラピー。月会費２,０００円
〔問い合わせ〕シュタイナー教育
の会・末松�（３４８９）９６１７　

�
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�
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
市
民
の

１４

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

長
引
く
経
済
不
況
下
、
地
方
分
権
が
よ
り
推
進

さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
市
政
運
営
の
真
価
が
問
わ

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
も
、
少
子
･

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
福
祉
施
策
を
は
じ
め
子
育

て
支
援
や
産
業
振
興
に
お
け
る
商
工
業
対
策
な
ど

自
治
体
の
責
務
は
、
自
ら
が
責
任
を
持
っ
て
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
ま
く
教
育
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
今
日
、
社
会
性
豊
か
な
、
人
の
心
の
痛
み
が

分
か
る
人
間
性
を
持
つ
な
ど
、
子
ど
も
に
対
す
る
教
育

が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
学
校
週
５
日
制
の
実
施
と
小
･
中
学
校
で

は
自
ら
が
課
題
を
見
つ
け
、
主
体
的
･
創
造
的
に
取
り

組
み
「
生
き
る
力
」
を
養
う
「
総
合
的
な
学
習
時
間
」

の
創
設
に
よ
り
学
校
教
育
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
中
で
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、　

世
紀
を

２１

担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
「
ゆ
と
り
」
を
持
っ
て
学
ぶ
、

教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 
　

狛
江
市
議
会
全
議
員
が
市
議
会
の
役
割
と
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
、
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能
と
権
能
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
効
率
的
で
効
果
的
な
市
政
運
営
を

図
り
、
こ
れ
か
ら
は
市
民
･
議
会
･
行
政
が
一
体
と
な

り
、
皆
様
と
と
も
に
協
働
し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

ま
い
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
議
会
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
良
い
お
正
月
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
狛
江
駅
北
口
交
番
や
保
育
園
で
の
延
長

保
育
、
痴
呆
性
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
岩
戸

児
童
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て
施
策
拡
充
な
ど
、
長
年
懸

案
と
な
っ
て
い
た
市
民
要
望
の
実
現
に
向
け
て
大
き

く
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
関
係
者

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ま
旧
第
四
小
学
校
跡
地
や
東
京
都
水
道
局
の
資

材
置
場
な
ど
、
公
共
用
地
の
活
用
方
向
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
生
か
し

て
、
中
学
校
給
食
実
施
の
際
の
施
設
整
備
、
三
つ
目
の

福
祉
作
業
所
や
新
中
央
図
書
館
な
ど
の
見
通
し
も
含
め

な
が
ら
、　

世
紀
の
狛
江
に
ふ
さ
わ
し
い
構
想
策
定
に

２１

今
年
は
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況

な
の
で
財
源
確
保
な
ど
む
ず
か
し
さ
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
協
働
と
情
報
公

開
を
軸
に
し
な
が
ら
、
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
議
論
し
、
公
共
施
設
に
関
す
る
総
合
的
な
方
針
を
定

め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
い
わ
ば
狛
江
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
も
市
民
と
行
政
が
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
狛
江
、
小
さ
く
て

も
輝
き
の
あ
る
ま
ち
狛
江
を
、
と
も
に
め
ざ
し
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
が
ま
す
ま
す
悪

化
す
る
な
か
で
、
市
民
生
活
擁
護
を
最
優
先
課
題
と
し

て
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

市
政
発
展
へ
引
き
続
き
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

狛江市長

矢 野 ゆ た か

狛江市議会議長

石 黒　 実
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古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

多摩川の豊かな恵みにより、太古の昔から狛江は
人が生活を営むのに適した場所であったようです。
渡り鳥が飛び交う新春の晴れた日に、のんびりと
多摩川の自然を満喫しに出かけませんか。

西河原公園
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